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は
じ
め
に
本
稿
で
取
り
上
げ
る
遼
寧
省
博
物
館
蔵
「
古
詩
四
帖
」（
図
１
、
以
下
、
単
に
「
古
詩
四
帖
」
と
呼
称
す
る
場
合
も
あ
る
）
は
、
署
名
や
制
作
時
期
が
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
明
の
董
其
昌
（
嘉
靖
三
四
〜
崇
禎
九
、
一
五
五
五_
一
六
三
六
）
以
降
、
筆
者
を
張
旭
と
す
る
説
が
有
力
と
さ
れ
て
い
る
。「
古
詩
四
帖
」
の
本
幅
は
二
九
・
五
セ
ン
チ
×
一
九
五
・
二
セ
ン
チ（
１
）
、
紙
本
で
色
箋
を
交
え
る
。
本
文
は
全
四
○
行
、
全
一
八
八
字
で
、
唐
の
徐
堅
（
生
卒
年
不
詳
）『
初
学
記
』
に
見
ら
れ
る
東
晋
の
謝
霊
運
（
太
元
一
○
〜
元
嘉
一
○
、
三
八
五_
四
三
三
）
の
「
王
子
晋
讃
」「
巌
下
一
老
公
四
五
少
年
讃
」
と
、
梁
の
H
信
（
天
監
一
二
〜
大
象
三
、
五
八
一_
五
一
三
）
の
「
歩
虚
詞
」
二
首
を
「
狂
草
」
で
書
い
た
も
の
で
あ
る
。「
古
詩
四
帖
」
は
紙
絹
上
に
見
ら
れ
る
「
狂
草
」
の
草
創
期
の
作
例
で
あ
り
、
ま
た
、
張
旭
（
生
卒
年
不
詳
）
の
肉
筆
の
草
書
作
品
と
し
て
伝
え
ら
れ
て
い
る
の
は
、「
古
詩
四
帖
」
と
「
自
言
帖
（
２
）
」（
台
北
・
故
宮
博
物
院
寄
託
）
だ
け
で
あ
る
た
め
、「
古
詩
四
帖
」
に
つ
い
て
検
討
す
る
こ
と
は
、
草
書
の
変
遷
史
及
び
張
旭
の
草
書
の
実
態
を
解
明
す
る
上
で
も
極
め
て
重
要
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
ま
ず
、「
古
詩
四
帖
」
に
関
す
る
先
行
研
究
（
３
）
に
つ
い
て
ま
と
め
て
お
こ
う
。「
古
詩
四
帖
」
に
は
署
名
や
制
作
時
期
が
記
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
も
あ
っ
て
、
先
行
研
究
で
は
「
古
詩
四
帖
」
の
筆
者
を
含
め
た
制
作
時
期
の
検
討
に
重
点
が
置
か
れ
て
い
る
。「
古
詩
四
帖
」
を
北
宋
以
前
の
作
品
と
す
る
見
解
に
は
、
楊
仁
堝
『
唐
張
旭
草
書
古
詩
四
83
伝
張
旭
筆
「
古
詩
四
帖
」
に
関
す
る
一
考
察
下
田
章
平
帖
』（
文
物
出
版
社
、
一
九
六
一
）「
釈
文
」・「
附
記
」
が
あ
る
。
楊
仁
堝
氏
は
前
掲
の
董
其
昌
の
示
し
た
論
拠
を
用
い
ず
に
、
新
た
に
「
古
詩
四
帖
」
の
伝
来
や
書
風
を
検
討
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
張
旭
説
を
主
張
し
て
い
る
（
４
）
。
沈
尹
黙
・
謝
稚
柳
・
李
秉
仁
・
羅
春
政
・
董
彦
明
・
濯
漑
・
馬
宝
傑
・
石
川
九
楊
・
由
智
超
・
沈
楽
平
・
劉
士
文
・
孫
運
昌
の
各
氏
（
５
）
も
楊
仁
堝
氏
の
説
を
踏
襲
し
、
張
旭
が
「
古
詩
四
帖
」
の
筆
者
で
あ
る
こ
と
を
前
提
と
し
て
論
を
展
開
し
て
い
る
。
ま
た
、
筆
者
を
張
旭
と
は
断
定
し
な
い
ま
で
も
、
伏
見
冲
敬
氏
は
唐
人
の
書
、
中
田
勇
次
郎
氏
は
張
旭
の
脈
流
に
あ
る
「
狂
草
」
の
作
品
と
し
て
位
置
づ
け
、
ま
た
、
石
峻
氏
は
張
旭
の
脈
流
に
あ
る
五
代
の
僧
・
彦
脩
（
生
卒
年
不
詳
）
の
作
に
比
定
し
て
い
る
（
６
）
。
一
方
、「
古
詩
四
帖
」
を
北
宋
以
降
の
作
品
と
す
る
見
解
も
あ
る
。
啓
功
・
徐
邦
達
の
両
氏
（
７
）
が
「
古
詩
四
帖
」
に
見
ら
れ
る
宋
諱
を
根
拠
に
「
古
詩
四
帖
」
を
北
宋
以
降
に
筆
写
さ
れ
た
も
の
と
推
察
し
て
以
来
、
王
公
治
・
傅
熹
年
・
劉
九
庵
・
王
乃
棟
の
各
氏
（
８
）
も
こ
の
説
に
従
っ
て
お
り
、
な
か
で
も
、
王
公
治
氏
は
「
古
詩
四
帖
」
を
北
宋
の
李
建
中
（
開
運
二
〜
大
中
祥
符
六
、
九
四
五_
一
○
一
三
）
の
書
に
比
定
し
て
い
る
の
は
注
目
に
値
し
よ
う
。
王
鉄
氏
は
「
古
詩
四
帖
」
の
制
作
時
期
を
明
末
清
初
ま
で
下
げ
、
そ
の
当
時
に
制
作
さ
れ
た
「D
E
本
」
と
し
、
明
末
清
初
の
文
献
に
見
え
る
「
古
詩
四
帖
」
を
「
真
蹟
本
」
と
し
て
捉
え
て
い
る
（
９
）
。
こ
の
ほ
か
に
、
張F
氏
は
巻
頭
・
巻
中
・
巻
後
で
制
作
時
期
と
筆
者
が
異
な
る
と
い
う
、
筆
者
複
数
人
説
を
唱
え
（
10
）
、
熊
秉
明
氏
は
制
作
時
期
を
特
定
し
な
い
も
の
の
、「
古
詩
四
帖
」
を
臨
本
と
見
て
い
る
（
11
）
。
次
に
、
先
行
研
究
の
問
題
点
に
つ
い
て
整
理
し
て
お
こ
う
。「
古
詩
四
帖
」
の
伝
来
に
関
し
て
は
従
来
異
説
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
が
、
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図１ 「古詩四帖」（部分）
王
鉄
氏
が
文
献
や
法
帖
な
ど
の
検
討
に
よ
っ
て
「
古
詩
四
帖
」
の
伝
来
に
関
し
て
疑
問
を
呈
し
て
い
る
の
で
、
こ
れ
に
つ
い
て
再
検
討
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
ま
た
、「
古
詩
四
帖
」
の
筆
者
を
含
め
た
制
作
時
期
の
検
討
に
つ
い
て
は
、「
古
詩
四
帖
」
の
書
蹟
自
体
の
考
察
が
何
よ
り
も
重
要
で
あ
る
が
、
そ
の
前
に
、
先
行
研
究
で
は
あ
ま
り
検
討
が
な
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
張F
氏
の
筆
者
複
数
人
説
や
熊
秉
明
氏
の
臨
本
説
、
ま
た
、
楊
仁
堝
氏
に
よ
っ
て
異
論
が
出
さ
れ
て
い
る
啓
功
・
徐
邦
達
両
氏
の
宋
諱
説
に
つ
い
て
も
検
討
し
て
お
く
必
要
が
あ
ろ
う
。
ゆ
え
に
、
本
稿
で
は
原
寸
大
で
刊
行
さ
れ
た
前
掲
の
『
唐
張
旭
草
書
古
詩
四
帖
』
を
図
版
と
し
て
用
い
、「
古
詩
四
帖
」
が
収
録
さ
れ
た
文
献
や
法
帖
（
表
１
（
12
）
）
及
び
、「
古
詩
四
帖
」
に
見
ら
れ
る
題
跋
や
印
章
に
よ
っ
て
、「
古
詩
四
帖
」
の
伝
来
を
再
検
討
し
た
い
。
つ
づ
い
て
、
上
記
の
「
古
詩
四
帖
」
の
伝
来
の
考
察
を
踏
ま
え
た
上
で
、
張F
氏
の
筆
者
複
数
人
説
、
啓
功
・
徐
邦
達
両
氏
の
宋
諱
説
、
熊
秉
明
氏
の
臨
本
説
の
検
討
を
通
じ
て
、
筆
者
を
含
め
た
「
古
詩
四
帖
」
の
制
作
時
期
に
つ
い
て
も
考
察
し
て
い
き
た
い
。
た
だ
し
、
本
稿
執
筆
の
段
階
で
は
「
古
詩
四
帖
」
の
実
見
を
果
た
せ
て
お
ら
ず
、
そ
の
検
討
は
図
版
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
い
ず
れ
は
「
古
詩
四
帖
」
を
調
査
す
る
機
会
を
得
て
、
本
稿
の
内
容
を
深
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。
な
お
、「
古
詩
四
帖
」
の
文
字
の
考
察
を
行
う
際
は
、
便
宜
的
に
文
字
の
後
ろ
に
「
古
詩
四
帖
」
の
行
数
を
算
用
数
字
で
記
し
て
お
い
た
。
一
「
古
詩
四
帖
」
の
伝
来
（
一
）「
古
詩
四
帖
」
に
見
ら
れ
る
印
章
や
題
跋
に
つ
い
て
「
古
詩
四
帖
」
に
押
さ
れ
た
印
章
（
13)
に
つ
い
て
は
、「
古
詩
四
帖
」
の
巻
中
で
確
認
す
る
こ
と
の
で
き
た
印
章
を
年
代
と
人
物
ご
と
に
ま
と
め
た
表
２
（
14)
を
も
と
に
確
認
し
て
お
き
た
い
。
北
宋
で
はQ
宗
（
在
位
元
符
三
〜
宣
和
七
、
一
一
○
○_
一
一
二
五
）、
南
宋
で
は
趙
孟
堅
（
慶
元
五
〜
元
貞
元
、
一
一
九
九_
一
二
九
五
）、
明
代
で
は
華
夏
（
嘉
靖
二
三
年
〔
一
五
四
四
〕
の
進
士
）・
豊
坊
（
弘
治
七
〜
？
、
一
四
九
四_
？
）・
項
元G
（
嘉
靖
四
〜
万
暦
一
八
、
一
五
二
五_
一
五
九
○
）、
清
代
で
は
宋
犖
（
崇
禎
七
〜
康
煕
五
二
、
一
六
三
四_
一
七
一
三
）・
乾
隆
帝
（
在
位
雍
正
一
三
〜
嘉
慶
元
、
一
七
三
五_
一
七
九
六
）・
嘉
慶
帝
（
在
位
嘉
慶
元
〜
嘉
慶
二
五
、
一
七
九
六_
一
八
二
○
）・
宣
統
帝
（
在
位
光
緒
三
四
〜
宣
統
三
、
一
九
○
八_
一
九
一
一
）
の
印
章
が
見
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
印
章
の
一
部
に
関
し
て
は
、
前
掲
の
謝
稚
柳
・
中
田
勇
次
郎
・
徐
邦
達
・
王
鉄
の
各
氏
の
論
考
の
中
で
疑
問
を
呈
し
て
い
る
。
85
す
な
わ
ち
、
謝
稚
柳
氏
は
趙
孟
堅
の
二
印
を
後
人
の
偽
印
と
し
、
中
田
勇
次
郎
氏
は
特
にQ
宗
の
「
宣
和
」（
朱
文
長
方
印
、
図
２
）「
政
和
」（
朱
文
長
方
印
）
の
左
半
が
隣
接
す
る
本
幅
の
末
に
見
ら
れ
な
い
こ
と
を
根
拠
に
、
こ
れ
ら
の
印
章
が
疑
わ
し
い
と
考
え
て
い
る
。
王
鉄
氏
も
「
古
詩
四
帖
」
に
見
ら
れ
るQ
宗
の
「
天
水
双
龍
印
」（
朱
文
円
印
）
が
「
平
復
帖
」「
書
譜
」「
上
虞
帖
」「
張
好
好
詩
」
に
押
さ
れ
た
も
の
と
か
な
り
異
な
っ
て
い
る
こ
と
、
通
例
「
天
水
双
龍
印
」
の
下
方
に
押
さ
れ
る
「
宣
和
」（
朱
文
連
珠
印
）
の
痕
跡
が
見
ら
れ
な
い
こ
と
、
本
幅
に
見
ら
れ
る
「
宣
和
」「
政
和
」
の
右
半
と
後
隔
水
に
見
ら
れ
る
左
半
の
印
影
が
符
合
し
な
い
こ
と
を
挙
げ
て
、
後
隔
水
に
押
さ
れ
た
「
宣
和
」「
政
和
」
以
外
のQ
宗
の
諸
印
を
疑
っ
て
い
る
。
ま
た
、
本
幅
に
見
ら
れ
る
明
の
華
夏
の
「
華
夏
」（
白
文
方
印
）
に
関
し
て
も
、
印
影
が
拙
劣
で
あ
る
こ
と
、
ほ
か
の
作
品
に
押
さ
れ
た
「
華
夏
」
と
は
異
な
っ
て
い
る
こ
と
、
さ
ら
に
「
真
賞
」（
朱
文
葫
蘆
印
）
と
セ
ッ
ト
で
押
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
を
挙
げ
て
偽
印
と
見
な
し
て
い
る
。
よ
っ
て
、
本
稿
で
は
印
影
や
落
款
が
原
寸
大
で
収
録
さ
れ
た
上
海
博
物
館
編
『
中
国
書
画
家
印
鑑
款
識
』（
文
物
出
版
社
、
一
九
八
七
）
に
見
ら
れ
る
印
影
と
「
古
詩
四
帖
」
に
押
さ
れ
た
印
章
を
対
照
さ
せ
て
、
そ
の
真
偽
の
検
討
を
行
っ
た
。
検
討
の
結
果
、「
古
詩
四
帖
」
に
押
さ
れ
た
上
記
の
人
物
の
印
章
は
す
べ
て
真
印
と
判
断
さ
れ
る
。
本
幅
と
後
隔
水
に
見
ら
れ
る
「
宣
和
」「
政
和
」
に
関
し
て
は
、
中
田
勇
次
郎
氏
が
指
摘
す
る
よ
う
に
「
宣
和
」「
政
和
」
の
左
半
が
隣
接
す
る
本
幅
に
見
ら
れ
な
い
の
は
、Q
宗
当
時
と
現
在
の
本
幅
の
装
幀
が
相
違
し
て
い
る
た
め
で
あ
り
、
王
鉄
氏
が
い
う
よ
う
に
両
印
が
完
全
に
合
致
し
な
い
の
は
、
逓
伝
の
過
程
で
両
印
の
中
央
部
分
が
切
り
取
ら
れ
て
し
ま
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、「
天
水
双
龍
印
」
に
つ
い
て
は
、
王
鉄
氏
が
挙
げ
た
四
作
例
の
「
天
水
双
龍
印
」
と
も
合
致
す
る
。
さ
ら
に
王
鉄
氏
は
「
古
詩
四
帖
」
に
「
宣
和
」（
朱
文
連
珠
印
）
が
押
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
を
疑
問
視
し
て
い
る
の
は
、
い
わ
ゆ
る
「
宣
和
七
璽
」
の
崢
印
さ
れ
る
場
所
に
一
定
の
法
則
性
が
あ
る
こ
と
を
念
頭
に
論
じ
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
こ
れ
ら
の
印
章
は
押
さ
れ
な
い
場
合
も
あ
る
こ
と
に
注
意
す
べ
き
で
あ
ろ
う
（
15
）
。
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図２ 「宣和」（朱文長方印）
後隔水 本幅
基準印
「
華
夏
」
は
、
王
鉄
氏
の
い
う
よ
う
に
、
ほ
か
の
作
品
に
押
さ
れ
た
印
影
と
比
べ
る
と
拙
劣
な
よ
う
に
も
見
え
る
。
し
か
し
な
が
ら
、「
華
夏
」
の
上
側
に
押
さ
れ
た
項
元G
の
諸
印
の
ど
れ
も
が
「
華
夏
」
と
同
様
に
う
ま
く
崢
印
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
考
え
る
と
、
お
そ
ら
く
こ
の
印
の
押
さ
れ
た
色
箋
の
紙
質
に
問
題
が
あ
っ
て
、
こ
の
よ
う
な
印
影
に
な
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
（
16
）
。
こ
の
ほ
か
に
、
前
掲
の
徐
邦
達
氏
の
論
考
で
、
豊
坊
跋
に
引
か
れ
た
「
内
府
図
書
之
印
」
は
現
存
し
な
い
と
述
べ
て
い
る
が
、
こ
の
印
章
は
後
隔
水
に
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
王
鉄
氏
は
項
元
G
跋
に
見
ら
れ
る
五
代
以
前
の
古
印
の
擦
ら
れ
て
た
よ
う
な
痕
跡
は
な
い
と
論
じ
て
い
る
が
（
17
）
、
お
そ
ら
く
項
元G
は
「
古
詩
四
帖
」
に
見
ら
れ
る
判
読
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
印
章
を
指
し
て
こ
の
よ
う
に
述
べ
た
の
で
あ
ろ
う
。
「
古
詩
四
帖
」
の
巻
末
に
は
、
無
紀
年
の
「
豊
南
禺
書
謝
帖
跋
」
と
隷
題
の
あ
る
豊
坊
跋
①
（
18
）
、
同
じ
く
無
紀
年
で
跋
文
末
に
「
豊
道
生
霽
併
書
」
と
署
名
の
見
ら
れ
る
豊
坊
跋
②
、
董
其
昌
の
万
暦
三
○
年
（
一
六
○
二
）
跋
が
あ
る
。
豊
坊
跋
①
は
跋
文
の
書
風
や
豊
坊
の
印
章
が
跋
文
の
書
か
れ
て
い
る
紙
上
に
押
さ
れ
て
い
る
の
で
真
蹟
と
見
ら
れ
（
19
）
、
ま
た
、
跋
文
中
に
見
ら
れ
る
紀
年
か
ら
考
え
て
嘉
靖
二
八
年
（
一
五
四
九
）
七
月
一
五
日
（「
嘉
靖
己
酉
中
元
節
」）
に
書
か
れ
た
も
の
と
推
察
さ
れ
る
。
ま
た
、
豊
坊
跋
①
の
隷
題
は
跋
文
の
本
文
と
墨
調
が
異
な
る
た
め
、
異
な
っ
た
制
作
時
期
に
書
か
れ
た
か
、
別
手
に
よ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
豊
坊
跋
②
は
豊
坊
跋
①
と
ほ
ぼ
同
文
で
あ
る
が
、
跋
文
の
一
部
に
華
夏
の
都
合
に
合
わ
せ
て
改
竄
さ
れ
た
形
跡
が
窺
わ
れ
、
ま
た
跋
文
の
書
風
も
文
徴
明
（
成
化
六
〜
嘉
靖
三
八
、
一
四
七
○_
一
五
五
九
）
風
の
小
楷
で
書
か
れ
て
い
る
た
め
、
華
夏
自
身
も
し
く
は
華
夏
に
依
頼
さ
れ
た
人
物
に
よ
っ
て
書
か
れ
た
偽
跋
と
考
え
ら
れ
る
（
20
）
。
董
其
昌
の
万
暦
三
○
年
跋
に
つ
い
て
は
、
跋
文
の
署
名
を
含
め
た
書
風
（
21)
や
ほ
ぼ
同
時
期
に
「
古
詩
四
帖
」
を
「
戯
鴻
堂
法
書
」
七
巻
に
録
入
し
て
い
る
こ
と
か
ら
考
え
て
真
蹟
と
見
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
後
述
す
る
よ
う
に
、「
戯
鴻
堂
法
書
」
所
収
の
董
其
昌
跋
は
「
古
詩
四
帖
」
所
載
の
董
其
昌
跋
の
内
容
と
は
異
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
散
佚
し
て
現
在
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
、
元
の
栄
僧
肇
（
生
卒
年
不
詳
）
跋
、
明
の
項
元G
跋
及
び
上
記
の
董
其
昌
万
暦
三
○
年
跋
と
は
別
の
董
其
昌
跋
に
つ
い
て
も
、
文
献
や
法
帖
か
ら
そ
の
信
憑
性
に
つ
い
て
検
討
し
て
お
こ
う
。
ま
ず
、
元
の
栄
僧
肇
跋
は
、
明
の
『
珊
瑚
網
』
巻
一
・『
書
画
題
跋
記
』
続
巻
一
、
清
の
『
式
古
堂
書
画
彙
考
』
巻
六
・『
平
生
壮
観
』
巻
一
に
収
録
さ
れ
、
そ
の
末
に
「
至
正
庚
午K
賓
節
日
」（『
珊
瑚
網
』
巻
一
、「K
賓
節
日
」
は
五
月
87
五
日
の
こ
と
）
と
紀
年
が
見
え
る
が
、
至
正
年
間
に
は
「
庚
午
」
の
年
は
な
く
、
誤
写
も
し
く
は
偽
跋
の
可
能
性
を
示
し
た
も
の
と
い
え
よ
う
（
22
）
。
し
か
し
な
が
ら
、
項
元G
跋
の
冒
頭
に
、
右
題
中
已
極
詳
備
如
此
。（『
珊
瑚
網
』
巻
一
）
と
の
指
摘
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
元
の
栄
僧
肇
跋
は
、
少
な
く
と
も
明
の
項
元G
以
前
に
書
か
れ
た
跋
文
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
項
元G
跋
も
栄
僧
肇
と
同
様
の
文
献
に
収
録
さ
れ
、
か
つ
「
古
詩
四
帖
」
に
は
項
元G
の
印
章
が
数
多
く
あ
る
た
め
（
表
２
）、
こ
の
跋
文
は
あ
る
程
度
信
頼
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
董
其
昌
跋
は
「
戯
鴻
堂
法
書
」
巻
七
に
刻
入
さ
れ
た
も
の
で
、「
古
詩
四
帖
」
に
見
ら
れ
る
董
其
昌
跋
の
内
容
と
は
異
な
っ
て
い
る
。
こ
の
跋
文
に
は
紀
年
は
な
い
が
、「
戯
鴻
堂
法
書
」
の
完
成
し
た
万
暦
三
一
年
（
一
六
○
三
）
以
前
に
書
か
れ
た
も
の
と
見
ら
れ
、
ま
た
、
董
其
昌
『
容
台
別
集
』
巻
三
、
同
『
画
禅
室
随
筆
』
巻
一
、「
評
旧
帖
」、「
跋
張
旭
草
書
」
に
も
ほ
ぼ
同
文
が
収
録
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
こ
の
跋
文
の
信
憑
性
は
高
い
と
い
え
よ
う
。
（
二
）「
古
詩
四
帖
」
の
伝
来
に
つ
い
て
で
は
、
上
記
の
印
章
・
題
跋
の
考
察
の
結
果
を
踏
ま
え
て
、
表
１
に
示
し
た
文
献
と
総
合
し
て
「
古
詩
四
帖
」
の
伝
来
に
つ
い
て
確
認
し
て
お
こ
う
。
豊
坊
跋
に
は
、「
子
晋
讃
」
以
降
の
一
九
行
を
欠
い
た
石
刻
本
で
、
唐
の
沈
伝
師
（
大
暦
四
〜
太
和
元
、
七
六
九_
八
二
七
）
跋
を
附
し
た
も
の
が
あ
る
と
記
さ
れ
、
ま
た
、
項
元G
跋
に
は
北
宋
の
嘉
祐
年
間
（
一
○
五
六_
一
○
六
三
）
の
「
不
全
拓
墨
本
」
が
見
ら
れ
た
と
述
べ
て
い
る
（
23
）
。
し
か
し
な
が
ら
、
豊
坊
所
見
の
石
刻
本
の
詳
細
は
不
明
で
あ
り
、
ま
た
、
項
元G
が
過
眼
し
た
と
さ
れ
る
「
不
全
拓
墨
本
」
は
上
海
博
物
館
蔵
「
晋
書
楼
帖
」
と
見
ら
れ
る
が
、
北
宋
の
嘉
祐
年
間
の
拓
と
す
る
根
拠
が
な
い
の
で
（
24
）
、「
古
詩
四
帖
」
の
確
実
な
伝
来
は
北
宋
の
宣
和
年
間
（
一
一
一
九_
一
一
二
五
）
ま
で
と
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
（
25
）
。
そ
の
後
の
伝
来
の
過
程
は
、「
古
詩
四
帖
」
の
前
隔
水
に
見
ら
れ
る
趙
孟
堅
の
印
章
、『
悦
生
所
蔵
書
画
別
録
』・『
雲
煙
過
眼
録
』
巻
上
・『
趙
蘭
坡
所
蔵
書
画
目
録
』
の
記
載
（
26
）
、「
古
詩
四
帖
」
前
隔
水
に
見
ら
れ
る
賈
似
道
（
嘉
定
六
〜
徳
祐
元
、
一
二
一
三_
一
二
七
五
）
の
印
章
な
ど
を
信
ず
れ
ば
、
南
宋
末
に
趙
孟
堅
が
収
蔵
も
し
く
は
過
眼
し
、
ほ
ぼ
同
時
期
に
賈
似
道
、
少
し
後
の
元
初
に
は
趙
与
懃
（
生
卒
年
不
詳
）
が
収
蔵
し
、
至
正
年
間
（
一
三
四
一_
一
三
六
七
）
に
は
栄
僧
肇
が
跋
文
を
書
い
た
こ
と
に
な
る
。
明
代
に
は
、
華
夏
が
収
蔵
し
、
嘉
靖
二
八
年
（
一
五
四
九
）、
華
88
夏
は
豊
坊
に
「
古
詩
四
帖
」
の
鑑
定
を
依
頼
し
て
い
る
（
27
）
。
王
世
貞
（
嘉
靖
五
〜
万
暦
一
八
、
一
五
二
六_
一
五
九
○
）
は
、
華
夏
の
収
蔵
前
後
の
「
古
詩
四
帖
」
の
伝
来
に
関
し
て
、
陝
西
刻
謝
霊
運
書
、
非
也
。
乃
中
載
霊
運
詩
耳
。
内
尚
有
唐
人
両
絶
句
、
亦
非
全
文
。
真
蹟
在
蕩
口
華
氏
。
凡
四
十
年
購
古
跡
而
始
全
、
以
為
延
津
之
合
。
属
豊
道
生
鑒
定
、
謂
為
賀
知
章
、
無
的
拠
。
然
遒
俊
之
甚
、
上
可
以
擬
知
章
、
下
亦
不
失
周
越
也
。
（
王
世
貞
『L
州
山
人
四
部
稿
』
巻
一
五
三
、「
芸
苑
巵
言
」
附
録
三
（
28
）
）
と
述
べ
、
華
夏
は
分
散
し
て
い
た
「
古
詩
四
帖
」
の
断
片
を
四
○
年
の
歳
月
を
か
け
て
収
集
し
た
と
い
う
。
こ
の
記
述
に
よ
っ
て
、
華
夏
の
収
蔵
以
前
は
「
古
詩
四
帖
」
は
分
散
し
て
伝
わ
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
た
め
、
こ
れ
ま
で
見
て
き
た
華
夏
の
収
蔵
以
前
の
伝
来
も
「
古
詩
四
帖
」
の
伝
来
の
一
端
を
示
し
た
も
の
と
い
え
よ
う
（
29
）
。
な
お
、
王
世
貞
が
指
摘
す
る
「
古
詩
四
帖
」
に
見
ら
れ
る
唐
人
の
絶
句
二
首
は
現
存
し
て
い
な
い
（
30
）
。
華
夏
の
収
蔵
以
後
、
項
元G
の
手
に
渡
り
、
こ
の
時
に
現
在
見
る
こ
と
の
で
き
る
「
古
詩
四
帖
」
の
形
式
に
装
幀
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
（
31
）
。
項
元G
の
死
後
、「
古
詩
四
帖
」
は
そ
の
第
五
子
で
あ
る
項
徳
宏
（
生
卒
年
不
詳
）
が
継
承
、
万
暦
三
○
年
（
一
六
○
二
）
に
董
其
昌
が
過
眼
し
て
跋
文
を
書
き
、「
古
詩
四
帖
」
の
筆
者
を
張
旭
の
書
に
比
定
、
翌
年
「
戯
鴻
堂
法
書
」
巻
七
に
刻
す
る
に
あ
た
り
、
新
た
に
跋
文
を
書
き
起
こ
し
て
い
る
（
32)
。
そ
の
後
も
項
氏
が
有
し
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
が
、
項
氏
の
収
蔵
品
の
多
く
は
清
の
順
治
二
年
（
一
六
四
五
）
に
掠
奪
に
遭
っ
て
い
る
た
め
、
こ
の
時
に
項
氏
の
手
か
ら
離
れ
た
可
能
性
が
高
い
（
33)
。
な
お
、
明
末
の
「
玉
烟
堂
帖
」
や
「
餤
墨
斎
法
書
」（
34)
に
は
「
古
詩
四
帖
」
のH
信
「
歩
虚
詞
」
の
部
分
の
み
を
張
旭
の
書
と
し
て
刻
入
し
て
い
る
。清
代
に
な
る
と
、
顧
復
（
？
〜
康
煕
三
一
以
降
、
？_
一
六
九
二
以
降
）
や
宋
犖
の
収
蔵
を
経
て
、
乾
隆
帝
以
降
は
、
清
の
内
府
に
帰
し
て
い
る
（
35
）
。
ち
な
み
に
、
顧
復
の
『
平
生
壮
観
』（
康
煕
三
一
年
〔
一
六
九
二
〕
自
序
）
に
は
元
の
栄
僧
肇
、
明
の
豊
坊
・
項
元G
・
董
其
昌
の
各
跋
を
収
録
す
る
が
、『
石
渠
宝
笈
』
初
編
巻
三
一
（
乾
隆
九
年
〔
一
七
四
四
〕
序
）
に
は
栄
僧
肇
と
項
元G
の
跋
文
が
記
録
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
清
内
府
収
蔵
以
前
に
両
跋
は
と
も
に
散
佚
し
た
の
で
あ
ろ
う
。「
古
詩
四
帖
」
は
清
朝
崩
壊
後
も
溥
儀
に
よ
っ
て
所
有
さ
れ
て
い
た
た
め
、
天
津
・
長
春
・
満
州
国
へ
と
持
ち
出
さ
れ
、
戦
後
、
人
民
解
放
軍
に
よ
り
接
収
、
東
北
人
民
銀
行
・
東
北
文
物
管
理
委
員
会
を
経
て
、
東
北
博
物
館
（
現
在
の
遼
寧
省
博
物
館
）
に
収
蔵
さ
れ
て
い
る
（
36
）
。
89
（
三
）「
古
詩
四
帖
」
の
別
本
に
つ
い
て
ま
ず
、「
古
詩
四
帖
」
が
収
録
さ
れ
て
い
る
歴
代
の
文
献
や
法
帖
に
見
え
る
「
古
詩
四
帖
」
の
筆
者
に
つ
い
て
の
諸
説
を
表
１
を
も
と
に
確
認
し
て
お
こ
う
。「
古
詩
四
帖
」
の
初
出
は
北
宋
の
『
宣
和
書
譜
』
巻
一
六
で
あ
り
、
筆
者
を
謝
霊
運
と
し
て
い
る
。『
宣
和
書
譜
』
以
降
、
南
宋
の
『
悦
生
所
蔵
書
画
別
録
』・『
趙
蘭
坡
所
蔵
書
画
目
録
』・『
雲
烟
過
眼
録
』、
元
の
栄
僧
肇
跋
も
こ
の
説
を
踏
襲
し
て
い
る
。
前
掲
の
啓
功
氏
の
論
考
で
は
、「
古
詩
四
帖
」
第
一
九
行
目
に
あ
る
「
謝
霊
運
王
」
の
「
王
」
の
初
画
は
削
り
取
ら
れ
て
「
書
」
字
に
改
変
さ
れ
、
当
時
、
こ
の
部
分
が
巻
末
に
置
か
れ
て
い
た
た
め
に
謝
霊
運
の
書
と
さ
れ
て
き
た
の
だ
ろ
う
と
、
謝
霊
運
説
の
根
拠
を
推
察
し
て
い
る
。
明
の
豊
坊
は
従
来
の
謝
霊
運
説
が
妥
当
で
は
な
い
こ
と
を
は
じ
め
て
論
証
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、「
古
詩
四
帖
」
の
本
文
が
唐
の
『
初
学
記
』
に
あ
る
謝
霊
運
とH
信
の
詩
を
も
と
に
書
か
れ
て
お
り
、
謝
霊
運
自
身
が
後
代
のH
信
の
詩
を
書
く
こ
と
は
で
き
な
い
と
し
、
豊
坊
自
身
は
筆
者
を
賀
知
章
（
顕
慶
四
〜
天
宝
三
、
六
五
九_
七
四
四
）
に
比
定
し
て
い
る
。「
古
詩
四
帖
」
は
後
述
す
る
よ
う
に
通
行
の
『
初
学
記
』
と
の
異
同
が
見
ら
れ
る
が
、
謝
霊
運
の
「
王
子
晋
讃
」「
巌
下
一
老
公
四
五
少
年
讃
」
は
『
初
学
記
』
に
の
み
収
録
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
豊
坊
の
論
証
は
穏
当
で
あ
ろ
う
。
明
末
の
董
其
昌
は
、
明
代
に
伝
わ
っ
て
い
た
張
旭
の
肉
筆
の
作
品
と
さ
れ
る
「
烟
条
詩
」
や
「
宛
谿
詩
」
と
「
古
詩
四
帖
」
の
筆
法
が
同
一
で
あ
る
こ
と
、
ま
た
、
北
宋
の
黄
庭
堅
（
慶
暦
五
〜
崇
寧
四
、
一
○
四
五_
一
一
○
五
）
の
言
説
（「
旭
肥
素
靱
」）
を
引
い
て
、「
古
詩
四
帖
」
に
見
ら
れ
る
線
条
の
肉
厚
さ
が
張
旭
の
書
風
と
一
致
し
て
い
る
こ
と
を
根
拠
に
、「
古
詩
四
帖
」
を
張
旭
の
書
に
同
定
し
て
い
る
。
董
其
昌
以
降
、
明
代
の
法
帖
で
あ
る
陳N
「
玉
烟
堂
帖
」（
万
暦
四
○
年
〔
一
六
一
二
〕）
・
王
秉
巒
「
餤
墨
斎
法
書
」
や
清
代
の
文
献
で
あ
る
『
平
生
壮
観
』・『
石
渠
宝
笈
』
初
編
も
こ
の
説
を
踏
襲
し
て
お
り
、
そ
の
当
否
は
別
と
し
て
、
こ
こ
に
「
古
詩
四
帖
」
の
筆
者
を
張
旭
と
す
る
説
が
確
立
し
た
と
い
え
よ
う
。
な
お
、
上
記
の
ほ
か
に
、
明
代
に
は
唐
の
太
宗
（
在
位
武
徳
九
〜
貞
観
二
三
、
六
二
六_
六
四
九
）
説
（
豊
坊
跋
）
や
懐
素
（
生
卒
年
不
詳
）
説
（
董
其
昌
万
暦
三
○
年
跋
）、
ま
た
、
筆
者
は
特
定
し
な
い
も
の
の
、
上
は
唐
の
賀
知
章
か
ら
下
は
北
宋
の
周
越
（
生
卒
年
不
詳
）
ま
で
と
す
る
説
（
王
世
貞
『L
州
山
人
四
部
稿
』
巻
一
五
三
、「
芸
苑
巵
言
」
附
録
三
）
が
見
ら
れ
る
が
、
定
論
と
な
る
に
は
至
っ
て
い
な
い
。
上
記
の
「
古
詩
四
帖
」
の
筆
者
に
つ
い
て
の
諸
説
を
整
理
す
る
と
、
豊
坊
に
よ
っ
て
謝
霊
運
説
は
否
定
さ
れ
、
董
其
昌
以
降
、「
古
詩
四
90
帖
」
の
筆
者
を
張
旭
と
す
る
説
が
定
説
と
な
っ
た
と
い
え
よ
う
。
こ
の
よ
う
な
状
況
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
明
末
の
汪O
玉
（
万
暦
一
五
〜
？
、
一
五
八
七_
？
）『
珊
瑚
網
』
巻
一
・
郁
逢
慶
（
生
卒
年
不
詳
）『
書
画
題
跋
記
』
続
巻
一
、
清
初
の
卞
永
誉
（
順
治
二
〜
康
煕
五
一
、
一
六
四
五_
一
七
一
二
）『
式
古
堂
書
画
彙
考
』
巻
六
で
は
な
お
も
謝
霊
運
説
を
踏
襲
し
て
い
る
。
こ
の
点
に
関
し
て
は
、
ほ
と
ん
ど
の
先
行
研
究
に
お
い
て
上
述
し
た
矛
盾
を
考
慮
に
は
入
れ
ず
に
、
上
記
の
三
文
献
に
見
え
る
「
古
詩
四
帖
」
が
遼
寧
省
博
物
館
蔵
「
古
詩
四
帖
」
の
こ
と
を
指
し
て
い
る
と
考
え
て
い
る
が
、
前
掲
の
王
鉄
氏
は
遼
寧
省
博
物
館
蔵
「
古
詩
四
帖
」
と
は
別
の
「
古
詩
四
帖
」
で
あ
る
と
捉
え
て
い
る
。
こ
の
王
鉄
氏
の
見
解
は
妥
当
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
が
、
王
鉄
氏
は
上
記
の
三
文
献
の
充
分
な
検
討
を
行
わ
な
か
っ
た
た
め
に
、
こ
れ
ら
の
文
献
に
見
え
る
「
古
詩
四
帖
」
を
遼
寧
省
博
物
館
蔵
「
古
詩
四
帖
」
の
祖
本
と
捉
え
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
本
稿
で
は
上
記
の
三
文
献
を
再
検
討
し
、
遼
寧
省
博
物
館
蔵
「
古
詩
四
帖
」
と
の
関
係
に
つ
い
て
論
じ
て
お
き
た
い
。
上
記
の
三
文
献
は
と
も
に
「
謝
康
楽
古
詩
帖
（
37
）
」
と
題
し
、
本
文
及
び
前
掲
の
元
の
栄
僧
肇
跋
と
明
の
項
元G
跋
を
収
録
し
て
い
る
た
め
、
上
記
の
三
文
献
に
見
え
る
「
古
詩
四
帖
」
は
同
一
の
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
上
記
の
三
文
献
に
収
録
さ
れ
た
「
古
詩
四
帖
」
が
遼
寧
省
博
物
館
蔵
「
古
詩
四
帖
」
と
は
異
な
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
理
由
は
、『
書
画
題
跋
記
』
の
本
編
で
は
豊
坊
の
「
真
賞
斎
賦M
序
」
に
あ
る
、「
子
山
〔H
信
〕
歩
虚
、
康
楽
二
賛
、
草
聖
擬
於
季
真
〔
賀
知
章
〕。」
に
つ
け
た
割
注
に
豊
坊
跋
を
引
い
て
い
る
が
、
続
編
で
は
「
謝
康
楽
古
詩
帖
」
と
題
し
、
豊
坊
の
跋
に
関
し
て
は
言
及
せ
ず
に
、
元
の
栄
僧
肇
と
明
の
項
元G
の
二
跋
を
引
い
て
い
る
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、『
書
画
題
跋
記
』
の
本
編
（
巻
五
）
と
続
編
（
巻
一
）
に
記
載
す
る
「
古
詩
四
帖
」
の
内
容
が
相
違
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
、
前
掲
の
清
初
に
書
か
れ
た
『
平
生
壮
観
』
に
は
元
の
栄
僧
肇
、
明
の
豊
坊
・
項
元G
・
董
其
昌
の
跋
の
す
べ
て
が
備
わ
っ
て
い
る
が
、『
平
生
壮
観
』
執
筆
以
前
の
上
記
の
三
文
献
に
は
栄
僧
肇
と
項
元G
の
二
跋
し
か
収
録
さ
れ
て
い
な
い
た
め
で
あ
る
。
次
に
、
遼
寧
省
博
物
館
蔵
「
古
詩
四
帖
」
と
上
記
の
三
文
献
に
見
え
る
「
古
詩
四
帖
」
の
関
係
に
つ
い
て
見
て
お
き
た
い
。
遼
寧
省
博
物
館
蔵
「
古
詩
四
帖
」
は
前
項
で
確
認
し
た
よ
う
に
、
伝
来
は
北
宋
ま
で
遡
る
こ
と
が
で
き
る
た
め
、
上
記
の
三
文
献
に
見
え
る
「
古
詩
四
帖
」
が
別
本
と
考
え
る
の
が
穏
当
で
あ
ろ
う
。
こ
の
別
本
の
制
作
時
期
に
関
し
て
は
、
別
本
に
見
え
る
本
文
が
遼
寧
省
博
物
館
蔵
「
古
詩
四
帖
」
の
体
裁
と
同
じ
で
あ
る
た
め
、
制
作
時
期
の
上
限
は
明
の
項
元G
の
収
蔵
時
（
38
）
と
す
る
こ
と
が
で
き
、
制
91
作
時
期
の
下
限
は
『
珊
瑚
網
』
の
書
か
れ
た
明
の
崇
禎
一
六
年
（
一
六
四
三
）
と
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
汪
氏
は
汪O
玉
の
父
汪
継
美
（
生
卒
年
不
詳
）
の
代
か
ら
書
画
の
収
蔵
を
通
じ
て
項
氏
と
深
い
親
交
が
あ
っ
た
た
め
（
39
）
、
お
そ
ら
く
こ
の
別
本
は
項
氏
の
も
と
で
作
ら
れ
、
項
氏
と
関
係
の
深
か
っ
た
汪
氏
に
渡
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
、『
式
古
堂
書
画
彙
考
』
以
降
の
文
献
に
は
こ
の
別
本
に
関
す
る
言
及
が
見
ら
れ
な
い
こ
と
か
ら
、
清
初
に
は
散
佚
し
た
の
で
あ
ろ
う
。つ
づ
い
て
、
上
記
の
三
文
献
に
見
え
る
「
謝
康
楽
古
詩
帖
」
と
い
う
題
名
及
び
栄
僧
肇
と
項
元G
の
二
跋
の
関
係
か
ら
こ
の
別
本
が
作
ら
れ
た
背
景
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。
前
述
し
た
よ
う
に
、
上
記
の
三
文
献
以
後
に
刊
行
さ
れ
た
『
平
生
壮
観
』
に
は
栄
僧
肇
・
豊
坊
・
項
元G
・
董
其
昌
の
跋
文
が
す
べ
て
確
認
で
き
る
の
で
、
別
本
に
見
え
る
栄
僧
肇
と
項
元G
の
二
跋
はE
写
さ
れ
た
可
能
性
が
高
い
。
で
は
、
項
氏
の
収
蔵
時
に
は
豊
坊
や
董
其
昌
の
跋
文
が
見
ら
れ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
な
ぜ
こ
れ
ら
の
跋
文
も
合
わ
せ
てE
写
さ
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
お
そ
ら
く
「
古
詩
四
帖
」
の
筆
者
に
つ
い
て
詳
細
な
考
察
が
見
ら
れ
る
豊
坊
や
董
其
昌
の
跋
文
で
は
、
こ
の
別
本
を
「
謝
康
楽
古
詩
帖
」
と
題
し
て
、
謝
霊
運
の
書
と
す
る
に
は
都
合
が
悪
か
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
別
本
は
謝
霊
運
の
偽
作
と
し
て
作
ら
れ
た
背
景
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
二
「
古
詩
四
帖
」
の
制
作
時
期
（
一
）
張Ï
氏
の
筆
者
複
数
人
説
に
つ
い
て
張F
氏
は
「
古
詩
四
帖
」
の
書
風
か
ら
、
巻
頭
の
数
行
は
元
か
ら
明
初
人
の
書
、
巻
中
は
黄
庭
堅
風
の
書
、
巻
後
の
数
行
は
唐
人
の
書
に
推
定
す
る
と
い
う
、
筆
者
複
数
人
説
を
主
張
し
て
い
る
。
前
掲
の
王
世
貞
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
明
の
華
夏
の
収
蔵
以
前
に
は
「
古
詩
四
帖
」
が
分
散
し
て
伝
わ
っ
て
お
り
、
明
代
以
前
の
逓
伝
の
過
程
で
別
人
の
書
が
混
入
し
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
少
な
く
と
も
「
古
詩
四
帖
」
の
巻
頭
に
はQ
宗
の
「
天
水
双
龍
印
」
が
押
さ
れ
て
お
り
、
巻
頭
の
数
行
が
元
か
ら
明
初
人
の
書
で
あ
る
と
い
う
説
は
妥
当
と
は
い
え
な
い
。
こ
こ
で
「
古
詩
四
帖
」
の
書
蹟
の
分
析
を
通
じ
て
張F
氏
の
筆
者
複
数
人
説
を
検
証
し
て
お
き
た
い
。
ま
ず
は
「
古
詩
四
帖
」
の
全
巻
に
わ
た
っ
て
共
通
し
て
い
る
字
体
や
字
形
が
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
、
以
下
に
そ
の
特
徴
を
記
し
て
お
こ
う
。「
古
詩
四
帖
」
の
中
で
重
複
し
て
用
い
ら
れ
た
文
字
は
す
べ
て
共
通
の
字
体
（
40
）
で
書
か
れ
て
お
り
、
な
か
で
も
「
北
」
１
・
11
、「
華
」
６
と
「
譁
」
26
、「
四
」
92
31
・
36
（
図
３
）
は
、「
古
詩
四
帖
」
以
外
に
類
例
を
み
な
い
字
体
で
書
か
れ
て
い
る
。
ま
た
、「
雲
」
２
・
12
、「
霞
」
４
、「
霤
」
５
、「
霊
」
19
の
「
雨
」（
図
４
）、「
家
」
10
の
「
宀
」（
図
４
）、「
虚
」
17
の
「
虍
」
の
横
画
か
ら
縦
画
へ
向
か
う
部
分
、「
泉
」
４
、「
水
」
12
の
「
水
」、
「
泉
」
４
、「
年
」
22
の
極
端
に
彎
曲
さ
せ
た
縦
画
、「
元
」
９
の
「
儿
」
の
結
び
、「
分
」
16
、「
紛
」
29
の
「
分
」
の
点
の
打
ち
方
も
「
古
詩
四
帖
」
以
外
に
類
例
を
見
な
い
字
形
で
書
か
れ
て
い
る
。
こ
の
ほ
か
に
、
概
ね
全
巻
を
通
じ
て
、
紙
の
下
方
に
書
き
進
め
る
に
従
っ
て
文
字
が
詰
ま
る
と
い
っ
た
特
徴
や
、
後
述
す
る
よ
う
なE
本
の
特
徴
が
散
見
さ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
本
稿
で
は
「
古
詩
四
帖
」
は
同
一
の
筆
者
に
よ
っ
て
同
時
期
に
書
か
れ
た
も
の
と
捉
え
た
い
。
（
二
）
啓
功
・
徐
邦
達
両
氏
の
宋
諱
説
に
つ
い
て
前
掲
の
豊
坊
跋
に
見
え
る
よ
う
に
、「
古
詩
四
帖
」
の
本
文
は
開
元
一
五
年
（
七
二
七
）
に
成
立
し
た
『
初
学
記
』
巻
二
三
、「
道
釈
部
」、「
僊
第
二
」
を
も
と
に
し
て
書
か
れ
た
も
の
で
あ
る
。
現
在
見
る
こ
と
の
で
き
る
「
古
詩
四
帖
」
に
は
謝
霊
運
の
二
詩
に
詩
題
が
あ
る
こ
と
か
ら
考
え
て
、H
信
の
詩
の
前
に
も
「
歩
虚
詞
」
と
い
う
詩
題
が
書
か
れ
て
い
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
、「
古
詩
四
帖
」
の
本
幅
は
現
在
よ
り
も
長
巻
で
あ
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。
さ
て
、「
古
詩
四
帖
」
の
本
文
に
関
し
て
は
、
前
掲
の
啓
功
・
徐
邦
達
の
両
氏
が
「
古
詩
四
帖
」
に
見
ら
れ
る
宋
諱
と
推
定
し
た
「
丹
」
字
を
根
拠
に
「
古
詩
四
帖
」
の
制
作
時
期
を
北
宋
の
大
中
祥
符
五
年
（
一
○
一
二
）
一
○
月
二
四
日
以
降
と
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、「
古
詩
四
帖
」
で
は
宋
の
帝
室
で
あ
る
趙
氏
の
始
祖
の
「
玄
朗
」
と
い
う
諱
を
避
け
て
、『
初
学
記
』
に
あ
る
「
北
閣
臨
玄
水
、
南
宮
坐
絳
雲
」
の
「
玄
」
字
を
「
丹
」
字
に
替
え
た
と
い
う
。
ま
た
、『
初
学
記
』
に
見
え
るH
信
の
句
が
陰
陽
五
行
説
に
も
と
づ
い
て
「
北
」
字
と
「
玄
」
字
（
黒
）、「
南
」
字
と
「
絳
」
字
（
赤
）
と
い
う
よ
う
に
方
位
と
色
93
「四」31 「四」36
図４ 類例を見ない字形
「雲」２ 「雲」２
図３ 重複して見られる字体
彩
に
対
応
さ
せ
て
い
る
が
、「
古
詩
四
帖
」
で
は
、「
玄
」
字
を
「
丹
」
字
に
替
え
た
こ
と
で
南
北
と
も
に
赤
色
と
な
り
、
意
味
上
の
齟
齬
を
来
し
て
い
る
と
い
う
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
あ
え
て
「
丹
」
字
を
用
い
て
い
る
と
こ
ろ
に
両
氏
は
避
諱
で
あ
る
理
由
を
求
め
て
い
る
（
41
）
。
前
掲
の
楊
仁
堝
氏
は
こ
の
両
氏
の
見
解
に
対
し
、「
玄
」
字
を
避
諱
す
る
場
合
に
は
欠
筆
も
し
く
は
「
元
」
字
に
改
字
す
る
の
が
通
例
で
あ
っ
て
「
丹
」
字
に
改
め
る
例
は
な
く
、
ま
た
、「
丹
水
」
は
道
元
（
天
安
元〔
延
興
二
〕〜
孝
昌
三
、
四
六
六〔
四
七
二
〕_
五
二
七
）
の
『
水
経
注
』
に
見
え
る
よ
う
に
河
川
の
名
称
で
あ
っ
て
、
色
彩
と
は
関
係
が
な
い
と
反
論
し
て
い
る
。
上
記
の
議
論
で
は
、
啓
功
・
徐
邦
達
の
両
氏
と
楊
仁
堝
氏
の
双
方
は
と
も
に
『
初
学
記
』
の
テ
キ
ス
ト
及
び
「
古
詩
四
帖
」
に
見
ら
れ
る
「
丹
」
字
の
筆
蹟
に
関
し
て
は
検
討
を
加
え
て
い
な
い
の
で
、
こ
の
観
点
か
ら
宋
諱
説
を
検
証
し
て
お
こ
う
。『
初
学
記
』
の
テ
キ
ス
ト
は
、
清
の
古
香
斎
袖
珍
本
を
底
本
と
し
、
明
の
安
国
（
成
化
一
七
〜
嘉
靖
一
三
、
一
四
八
一_
一
五
三
四
）
本
及
び
清
の
厳
可
均
（
乾
隆
二
七
〜
道
光
二
三
、
一
七
六
二_
一
八
四
三
）
と
陸
心
源
（
道
光
一
四
〜
光
緒
二
○
、
一
八
三
四_
一
八
九
四
）
が
校
録
し
た
異
文
を
合
わ
せ
た
校
勘
表
を
附
し
た
中
華
書
局
本
（
一
九
六
二
年
初
版
）
と
線
装
書
局
か
ら
二
○
○
二
年
に
出
版
さ
れ
た
南
宋
初
期
の
版
本
と
さ
れ
る
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
本
の
二
書
に
よ
っ
て
大
概
の
伝
本
を
網
羅
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
（
42
）
。
上
記
の
『
初
学
記
』
の
二
書
の
当
該
部
分
に
は
そ
れ
ほ
ど
の
差
異
は
認
め
ら
れ
な
い
が
、
こ
の
二
書
と
「
古
詩
四
帖
」
の
本
文
を
対
照
す
る
と
、
か
な
り
の
異
同
が
見
ら
れ
る
（
表
３
）。
ま
た
、H
信
の
「
歩
虚
詞
」
は
、
唐
の
欧
陽
詢
（
永
定
元
〜
貞
観
一
五
、
五
五
七_
六
四
一
）『
芸
文
類
聚
』
巻
七
八
、
北
宋
の
李
墫
（
同
光
三
〜
至
道
二
、
九
二
五_
九
九
六
）『
文
苑
英
華
』
巻
一
九
三
・
郭
茂
倩
（
生
卒
年
不
詳
）『
楽
府
詩
集
』
巻
七
八
、
明
の
屠
隆
（
嘉
靖
二
一
〜
万
暦
三
三
、
一
五
四
二_
一
六
○
五
）
刊
本
『H
子
山
集
』
巻
二
・
馮
惟
訥
（
？
〜
隆
慶
六
、
？_
一
五
七
二
）
編
『
詩
紀
』
巻
一
一
四
・
張
溥
（
万
暦
三
○
〜
崇
禎
一
四
、
一
六
○
二_
一
六
四
一
）
編
『
漢
魏
六
朝
百
三
家
集
』
北
周
第
三
に
も
収
録
さ
れ
て
い
る
の
で
こ
れ
ら
の
文
献
も
参
照
し
た
が
（
表
３
）、
前
掲
の
『
初
学
記
』
の
二
書
と
同
様
に
「
古
詩
四
帖
」
の
本
文
と
か
な
り
の
異
同
が
見
ら
れ
た
（
43
）
。
よ
っ
て
、「
古
詩
四
帖
」
の
本
文
は
「
古
詩
四
帖
」
の
筆
写
の
行
わ
れ
た
北
宋
以
前
の
異
本
に
従
っ
た
可
能
性
が
高
い
。
ま
た
、
啓
功
・
徐
邦
達
の
両
氏
が
宋
諱
と
指
摘
し
た
「
丹
」
字
に
つ
い
て
は
、
南
宋
初
期
の
版
本
と
さ
れ
る
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
本
を
は
じ
め
と
し
て
、
前
掲
の
「
歩
虚
詞
」
所
収
の
書
籍
は
す
べ
て
「
玄
」
字
に
作
っ
て
い
94
る
た
め
、
楊
仁
堝
氏
の
い
う
よ
う
に
宋
諱
で
は
な
い
可
能
性
も
あ
る
。
一
方
、「
古
詩
四
帖
」
の
「
丹
」
字
の
筆
順
を
見
る
と
「
丹
」
字
の
前
の
「
臨
」
字
か
ら
連
綿
し
て
「
丹
」
字
の
中
央
の
点
を
打
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
（
図
１
）。
こ
の
よ
う
に
点
を
は
じ
め
に
打
つ
「
丹
」
字
の
筆
順
は
「
古
詩
四
帖
」
以
外
に
類
例
を
見
な
い
も
の
で
あ
り
、
ま
た
、
点
を
打
っ
た
直
後
の
筆
勢
が
「
丹
」
字
の
横
画
へ
向
か
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
推
察
す
る
と
、「
玄
」
字
の
点
を
書
き
、
次
の
横
画
に
書
き
進
め
た
あ
と
に
、
こ
の
文
字
が
避
諱
で
あ
る
こ
と
に
気
づ
い
て
「
丹
」
字
に
訂
正
し
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
「
丹
」
字
の
考
察
だ
け
で
は
「
古
詩
四
帖
」
の
制
作
時
期
を
特
定
す
る
こ
と
は
困
難
と
い
え
よ
う
。
（
三
）
熊
秉
明
氏
の
臨
本
説
に
つ
い
て
熊
秉
明
氏
は
「
古
詩
四
帖
」
の
具
体
的
な
文
字
を
挙
げ
て
「
古
詩
四
帖
」
が
臨
本
で
あ
る
こ
と
を
論
証
し
て
お
り
、
こ
の
説
は
妥
当
な
見
解
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
（
44
）
。
本
稿
で
は
こ
の
熊
秉
明
氏
の
論
証
を
踏
ま
え
た
上
で
、「
古
詩
四
帖
」
の
臨
本
が
ど
の
程
度
原
本
の
姿
を
伝
え
て
い
る
の
か
を
検
証
し
て
お
き
た
い
。
熊
秉
明
氏
は
「
侯
」
７
に
淡
墨
に
よ
る
補
筆
が
見
ら
れ
る
と
指
摘
し
て
い
る
が
、
こ
の
淡
墨
の
部
分
は
単
な
る
補
筆
と
は
考
え
に
く
い
。
す
な
わ
ち
、「
侯
」
７
以
外
に
も
「
古
詩
四
帖
」
の
全
巻
に
わ
た
っ
て
同
様
の
二
筆
で
書
い
た
よ
う
な
不
自
然
な
線
条
を
持
つ
文
字
が
見
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
、「
雲
」
２
、「
景
」
３
、「
出
」
３
、
「
霞
」
４
、「
華
」
６
、「
花
」
８
、「
酒
」
９
、「
上
」
24
、「
公
」
30
、
「
別
」
37
、「
賢
」
40
の
上
側
、「
燭
」
２
、「
看
」
６
、「
斉
」
７
、「
元
」
９
、「
丹
」
11
、「
王
」
19
、「
麗
」
21
、「
之
」
22
、「
万
」
22
、「
巌
」
34
、「
対
」
35
の
下
側
、「
倒
」
３
、「
煙
」
４
、「
泥
」
13
、「
印
」
13
、
「
路
」
33
、「
粮
」
33
、「
絶
」
33
の
右
側
、「
淑
」
21
の
左
側
、「
運
」
19
、「
五
」
31
、「
采
」
32
、「
過
」
34
、「
其
」
38
の
中
間
、「
桃
」
７
、
「
龍
」
13
、「
曠
」
25
、「
年
」
31
、「
讃
」
31
、「
息
」
34
、「
下
」
34
、
「
相
」
35
、「
必
」
40
の
全
体
に
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
な
か
で
も
「
燭
」
２
、「
華
」
６
、「
侯
」
７
の
よ
う
に
、
同
一
の
線
条
の
中
に
淡
墨
と
濃
墨
が
完
全
に
分
離
し
た
「
ぶ
れ
」
が
見
ら
れ
た
り
（
図
５
）、
「
看
」
６
、「
泥
」
13
、「
賢
」
40
の
よ
う
に
、
淡
墨
と
濃
墨
の
線
条
に
「
ず
れ
」
の
あ
る
も
の
も
看
取
さ
れ
る
（
図
６
）。
こ
の
よ
う
な
「
ぶ
れ
」
や
「
ず
れ
」
は
、
淡
墨
で
下
書
き
し
た
上
に
濃
墨
で
重
ね
書
き
を
し
た
こ
と
を
示
す
証
左
と
い
え
よ
う
。
ゆ
え
に
、「
古
詩
四
帖
」
の
ほ
ぼ
全
巻
に
わ
た
っ
て
、
比
較
的
渇
筆
の
割
合
が
高
い
文
字
の
線
条
に
墨
調
の
不
自
然
な
も
の
が
見
ら
れ
る
の
は
、
お
そ
ら
く
こ
の
よ
う
な
重
ね
書
き
の
技
法
が
用
い
ら
れ
た
た
め
で
あ
ろ
う
。
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同
様
に
、
比
較
的
潤
筆
の
割
合
が
高
い
文
字
に
も
二
筆
で
書
い
た
よ
う
な
不
自
然
な
線
条
が
、「
泉
」
４
、「
宮
」
12
、「
上
」
15
、「
虚
」
17
、「
登
」
24
、「
公
」
28
、「
対
」
35
の
上
側
、「
清
」
25
、「
浮
」
27
の
右
側
、「
譁
」26
の
左
側
、「
衡
」32
の
全
体
に
見
ら
れ
る
。
特
に
「
宮
」
12
、「
上
」
15
、「
浮
」
27
に
は
顕
著
に
見
ら
れ
る
こ
の
よ
う
な
「
ず
れ
」（
図
７
）
は
、
濃
墨
の
細
い
線
条
で
下
書
き
を
し
て
か
ら
、
そ
の
上
に
濃
墨
で
重
ね
書
き
を
し
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
こ
の
よ
う
に
考
え
る
と
、「
虚
」
17
（
図
８
）
の
上
部
に
見
ら
れ
る
不
自
然
な
線
条
の
細
太
の
変
化
も
理
解
し
や
す
い
。
す
な
わ
ち
、
本
来
で
あ
れ
ば
「
虍
」
の
細
い
縦
画
は
太
く
書
か
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
重
ね
書
き
を
す
る
段
階
に
な
っ
て
筆
路
が
わ
か
ら
な
く
な
り
、
下
書
き
の
筆
路
に
沿
わ
な
い
で
書
い
た
た
め
に
、
細
い
ま
ま
に
残
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
、「
古
詩
四
帖
」
の
比
較
的
渇
筆
の
割
合
が
高
い
文
字
の
線
条
に
は
淡
墨
で
、
比
較
的
潤
筆
の
割
合
が
高
い
文
字
の
線
条
に
は
濃
墨
の
細
い
線
条
で
下
書
き
を
し
て
か
ら
、
そ
の
上
に
濃
墨
で
重
ね
書
き
を
し
て
い
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
の
で
、
現
在
見
る
こ
と
の
で
き
る
「
古
詩
四
帖
」
は
原
本
に
も
と
づ
い
てE
写
さ
れ
た
も
の
と
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
た
だ
し
、「
古
詩
四
帖
」
は
忠
実
なE
写
に
よ
っ
て
作
ら
れ
たE
本
で
は
な
く
、
熊
秉
明
氏
が
指
摘
す
る
よ
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図８ 「虚」17
図５ 「侯」７（部分）
図６ 「賢」40（部分）
図７ 「浮」27（部分）
う
に
臨
本
に
近
い
も
の
と
い
え
よ
う
。
つ
ま
り
、「
古
詩
四
帖
」
に
は
上
記
に
考
察
し
た
「
ぶ
れ
」
や
「
ず
れ
」
が
多
数
見
ら
れ
、
さ
ら
に
、
全
巻
を
通
じ
て
線
条
の
変
化
や
運
筆
に
は
躍
動
感
が
見
ら
れ
る
た
め
、
比
較
的
自
由
に
書
か
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
ち
な
み
に
、
前
述
し
た
「
古
詩
四
帖
」
の
伝
来
は
す
べ
て
こ
の
臨
本
の
も
の
で
あ
り
、「
古
詩
四
帖
」
の
原
本
に
つ
い
て
伝
来
か
ら
辿
る
の
は
難
し
い
状
況
に
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
あ
る
程
度
原
本
を
反
映
し
た
と
考
え
ら
れ
る
遼
寧
省
博
物
館
蔵
「
古
詩
四
帖
」
を
も
と
に
、
原
本
の
実
態
を
考
え
て
い
く
必
要
が
あ
ろ
う
。
お
わ
り
に
以
上
の
考
察
に
よ
っ
て
、「
古
詩
四
帖
」
は
原
本
の
下
書
き
に
も
と
づ
い
て
書
か
れ
た
可
能
性
が
高
く
、「
古
詩
四
帖
」
の
制
作
時
期
に
関
し
て
は
、「
古
詩
四
帖
」
の
書
蹟
の
分
析
に
よ
っ
て
、
同
一
の
筆
者
に
よ
っ
て
同
一
の
時
期
に
書
か
れ
た
も
の
と
推
察
さ
れ
る
。
ま
た
、
伝
来
の
検
討
に
よ
っ
て
、「
古
詩
四
帖
」
の
制
作
時
期
の
下
限
に
つ
い
て
は
北
宋
の
宣
和
年
間
（
一
一
一
九_
一
一
二
五
）
と
推
定
さ
れ
、
制
作
時
期
の
上
限
に
関
し
て
は
、「
古
詩
四
帖
」
の
本
文
の
考
察
な
ど
に
よ
っ
て
、
大
中
祥
符
四
年
（
一
○
一
二
）
と
い
う
上
限
を
導
い
た
啓
功
・
徐
邦
達
両
氏
の
提
唱
す
る
宋
諱
説
に
は
疑
問
が
も
た
れ
る
た
め
、
暫
定
的
に
『
初
学
記
』
の
成
立
し
た
唐
の
開
元
一
五
年
（
七
二
七
）
と
す
る
結
論
に
至
っ
た
。
な
お
、
明
末
清
初
の
こ
ろ
に
は
項
氏
の
も
と
で
制
作
さ
れ
た
別
本
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
も
明
ら
か
と
な
っ
た
。
今
後
は
、「
古
詩
四
帖
」
に
見
ら
れ
る
字
体
や
字
形
、「
古
詩
四
帖
」
の
唐
宋
の
草
書
の
変
遷
過
程
に
お
け
る
位
置
に
つ
い
て
も
考
察
を
行
い
、
こ
れ
ら
を
手
が
か
り
と
し
て
「
古
詩
四
帖
」
の
筆
者
を
含
め
た
制
作
時
期
の
検
討
を
さ
ら
に
深
め
て
い
き
た
い
。
ま
た
、「
古
詩
四
帖
」
の
原
本
の
実
態
や
そ
の
制
作
時
期
に
つ
い
て
も
、
あ
る
程
度
原
本
を
反
映
し
た
と
考
え
ら
れ
る
遼
寧
省
博
物
館
蔵
「
古
詩
四
帖
」
を
も
と
に
検
討
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。
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註１
徐
英
章
「
唐
張
旭
草
書
古
詩
四
帖
巻
」（
遼
寧
省
博
物
館
編
『
書
画
著
録
‥
書
法
巻
』）、
遼
寧
美
術
出
版
社
、
一
九
九
八
、
五
四_
六
二
頁
。
２
拙
稿
「
張
旭
「
自
言
帖
」
の
真
偽
に
つ
い
て
」（『
芸
術
学
研
究
』
一
一
、
二
○
○
七
、
一
七_
二
七
頁
）。
３
以
下
で
紹
介
す
る
先
行
研
究
以
外
に
も
、
王
壮
弘
『
碑
帖
鑒
別
常
識
』（
上
海
書
画
出
版
社
、
一
九
八
五
、
一
一
二
頁
）、
澤
田
雅
弘
「
草
書
古
詩
四
帖
」（
春
名
好
重
編
『
書
道
基
本
用
語
詞
典
』、
中
教
出
版
、
一
九
九
一
、
五
六
四_
五
六
五
頁
）、
鶴
田
一
雄
『
ヴ
ィ
ジ
ュ
ア
ル
書
芸
術
全
集
』
六
（
雄
山
閣
出
版
社
、
一
九
九
三
、
九
九
頁
）、
西
林
昭
一
『
書
の
文
化
史
』
中
（
二
玄
社
、
一
九
九
七
、
二
四
三
頁
）
が
あ
る
。
４
楊
仁
堝
『
唐
張
旭
草
書
古
詩
四
帖
』（
文
物
出
版
社
、
一
九
六
一
）「
釈
文
」・「
附
記
」、
同
「
試
談
張
旭
的
書
法
風
貌
和
関
于
《
古
詩
四
帖
》
的
初
歩
探
索
」（『
書
法
』、
一
九
七
八
年
第
一
期
、
二
三_
二
五
頁
）、
同
解
説
・
五
味
充
子
訳
「
古
詩
四
帖
」（
遼
寧
省
博
物
館
編
『
中
国
の
博
物
館
』
三
遼
寧
省
博
物
館
、
講
談
社
、
一
九
八
二
、
二
○
四
頁
）、
同
「
張
旭
的
草
書
面
貌
和
他
的
《
古
詩
四
帖
》
」（
同
『
沐
雨
楼
書
画
論
稿
』、
上
海
人
民
美
術
出
版
社
、
一
九
八
八
、
三
一
○_
三
一
五
頁
）、
同
『
国
宝
沈
浮
録_
故
宮
散
佚
書
画
見
聞
考
略
』（
上
海
人
民
美
術
出
版
社
、
一
九
九
一
、
一
○
一_
一
○
二
頁
。
遼
海
出
版
社
本
〔
一
九
九
九
、
五
八_
五
九
頁
〕、
上
海
世
紀
出
版
股I
有
限
公
司
・
上
海
古
籍
出
版
社
本
〔
二
○
○
七
、
五
○_
五
一
頁
〕
に
再
録
）、
同
「
唐
張
旭
的
書
風
和
他
的
《
古
詩
四
帖
》」
（
同
『
楊
仁
堝
書
画
鑒
定
集
』、
河
南
美
術
出
版
社
、
一
九
九
九
、
二
二
七_
二
三
四
頁
、
同
『
中
国
書
画
研
究
』〔
上
海
世
紀
出
版
股I
有
限
公
司
・
上
海
古
籍
出
版
社
、
二
九
八_
三
○
四
頁
〕
に
再
録
）。
５
沈
尹
黙
『
書
法
論
叢
』（
上
海
教
育
出
版
社
、
一
九
七
八
、
三
○
頁
）、
謝
稚
柳
「
唐
張
旭
草
書
《
古
詩
四
帖
》」（『
鑒
余
雑
稿
』、
一
九
七
九
、
上
海
人
民
美
術
出
版
社
、
五
九_
六
三
頁
。『
遼
寧
省
博
物
館
蔵
宝
録
』〔
上
海
文
芸
出
版
社
・
三
聯
書
店
有
限
公
司
、
一
九
九
四
、
一
六
五_
一
六
六
頁
〕、『
中
国
古
代
書
画
研
究
十
論
』〔
復
旦
大
学
出
版
社
、
二
○
○
四
、
四
○_
四
六
頁
〕
に
再
録
）、
李
秉
仁
「
従
狡
獣
暴
駭
談
張
旭
草
書
」（『
書
譜
』
第
二
期
、
一
九
七
五
、
一
○_
一
一
頁
）、
羅
春
政
「
張
旭
草
書
《
古
詩
四
帖
》
」（『
文
物
天
地
』
一
九
八
三
年
第
六
期
、
四
七
頁
）、
董
彦
明
「
張
旭
草
書
古
詩
四
帖
巻
」
解
説
（『
中
国
98
書
跡
大
観
』
四
遼
寧
省
博
物
館
上
、
講
談
社
、
一
九
八
六
、
二
一
八_
二
一
九
頁
）、
濯
漑
「
古
詩
四
帖
」
解
説
（『
中
国
美
術
全
集
』
書
法
篆
刻
編
三
隋
唐
五
代
書
法
、
人
民
美
術
出
版
社
、
一
九
八
九
、
二
九
頁
）、
馬
宝
傑
「
張
旭
古
詩
四
帖
」（
梁
白
泉
主
編
『
国
宝
大
観
』、
上
海
文
化
出
版
社
、
一
九
九
○
、
五
八
七_
五
八
九
頁
）、
石
川
九
楊
「
文
体
＝
書
体
の
嚆
矢
張
旭
「
古
詩
四
帖
」」（『
中
国
書
史
』、
京
都
大
学
学
術
出
版
会
、
一
九
九
六
、
一
九
七_
二
○
四
頁
）、
由
智
超
「
張
旭
《
古
詩
四
帖
》
書
法
芸
術
賞
析
」（『
書
法
叢
刊
』
総
第
四
七
期
、
一
九
九
六
年
第
三
期
、
一
八_
二
七
頁
）、
沈
楽
平
「
古
典
名
作
解
析_
張
旭
《
古
詩
四
帖
》
《
肚
痛
帖
》
《
冠
軍
帖
》
」（『
新
編
草
書
入
門
五
十
講
』、
浙
江
古
籍
出
版
社
、
二
○
○
二
、
四
八
_
五
○
頁
）、
劉
士
文
・
孫
運
昌
執
筆
部
分
「
古
詩
四
帖
」
（『
中
国
芸
術
史
』
書
法
篆
刻
巻
上
、
河
北
人
民
出
版
社
、
二
○
○
六
、
九
三
一_
九
三
三
頁
）。
６
伏
見
冲
敬
『
書
跡
名
品
叢
刊
』
一
六
八
解
説
（
二
玄
社
、
一
九
七
一
、
一
○
二_
一
○
三
頁
）、
中
田
勇
次
郎
「
草
書
古
詩
四
帖
」
解
説
（『
書
道
芸
術
』
五
、
中
央
公
論
社
、
一
九
七
二
、
一
九
七_
一
九
八
頁
。
同
『
中
田
勇
次
郎
著
作
集
』
一
○
〔
二
玄
社
、
一
九
八
七
、
一
六
○_
一
六
二
頁
〕
に
再
録
）、
石
峻
「
張
旭
《
古
詩
四
帖
》
」（『
書
画
論
稿
』、
中
華
書
局
香
港
分
局
、
一
九
七
八
、
三
五_
三
八
頁
）。
７
啓
功
「
旧
題
張
旭
草
書
古
詩
帖
弁
」（『
啓
功
叢
稿
』、
中
華
書
局
、
一
九
八
一
、
九
○_
一
○
○
頁
。『
啓
功
叢
稿
』
論
文
巻
〔
中
華
書
局
、
一
九
九
九
、
六
九_
八
○
頁
〕
に
再
録
）、
徐
邦
達
「
旧
題
張
旭
古
詩
四
帖
時
代
作
者
考
弁
」（『
美
術
史
論
叢
刊
』
三
、
一
九
八
二
、
文
化
芸
術
出
版
社
、
一
二
九_
一
三
八
頁
。
同
『
古
書
画
偽
訛
考
弁
』
上
巻
‥
文
字
部
分
〔
江
蘇
古
籍
出
版
社
、
一
九
八
四
、
九
四_
九
七
頁
〕
に
再
録
）、
同
編
『
重
訂
清
故
宮
旧
蔵
書
画
録
』（
人
民
美
術
出
版
社
、
一
九
九
七
、
二
頁
）。
８
王
公
治
「
《
張
旭
草
書
古
詩
四
帖
》
作
者
探
考
」（『
復
旦
学
報
』
社
会
科
学
版
、
一
九
八
九
年
第
五
期
、
五
六_
六
二
頁
）、
中
国
古
代
書
画
鑑
定
組
編
『
中
国
古
代
書
画
目
録
』
八
（
文
物
出
版
社
、
一
九
九
三
、
一
頁
。
同
『
中
国
古
代
書
画
図
目
』
一
五
〔
文
物
出
版
社
、
一
九
九
七
、
三
二
五
頁
〕
に
再
録
）、
王
乃
棟
『
中
国
書
法
墨
迹
鑒
定
図
典
』（
文
物
出
版
社
、
二
○
○
四
、
四
二
頁
）。
９
王
鉄
「
弁
疑
《
古
詩
四
帖
》
」（『
書
法
』
総
二
○
六
期
、
二
○
○
六
年
第
一
一
期
、
三
四_
四
○
頁
）。
99
10
張F
「
張
旭
草
書
四
詩
帖
巻
」（『
木
雁
斎
書
画
鑒
賞
筆
記
』
書
法
二
、
文
物
出
版
社
、
二
○
○
○
、
五
三_
六
七
頁
）。
本
書
は
張F
氏
没
後
に
刊
行
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
当
該
部
分
は
一
九
六
一
年
に
執
筆
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
。
11
熊
秉
明
「
疑
張
旭
古
詩
四
帖
是
一
個
臨
本
」（『
書
譜
』
総
第
四
四
期
、
第
八
巻
第
一
期
、
一
九
八
二
、
一
八_
二
五
頁
）。
12
表
１
は
先
行
研
究
で
指
摘
さ
れ
て
い
る
文
献
に
加
え
、
朱
家J
主
編
『
歴
代
著
録
法
書
目
』（
紫
禁
城
出
版
社
、
一
九
九
七
、
四
○
二
・
二
二
○_
二
二
五
頁
）、
盧
輔
聖
主
編
『
中
国
書
画
文
献
索
引
』
上
下
（
上
海
書
画
出
版
社
、
二
○
○
五
、
一
一
八
八_
一
一
九
○
・
一
七
三
○
・
一
七
三
三_
一
七
三
四
・
一
九
七
二
頁
）、
容
庚
編
『
叢
帖
目
』
一
〜
四
（
中
華
書
局
香
港
分
局
、
一
九
八
○_
一
九
八
六
）
に
依
拠
す
る
。
13
本
稿
で
用
い
る
「
印
章
」
と
は
、
収
蔵
者
の
押
し
た
「
鑑
蔵
印
」
（「
収
蔵
印
」）
と
、
あ
る
収
蔵
者
の
も
と
で
過
眼
し
た
人
物
が
押
し
た
「
鑑
賞
印
」
の
こ
と
を
指
す
。
14
表
２
に
記
し
た
印
章
は
、『
唐
張
旭
草
書
古
詩
四
帖
』
に
見
ら
れ
る
範
囲
内
で
判
読
の
で
き
た
印
章
に
限
ら
れ
て
い
る
。
な
お
、
『
唐
張
旭
草
書
古
詩
四
帖
』
は
前
隔
水
の
一
部
、
後
隔
水
の
一
部
の
図
版
が
欠
落
し
て
い
る
。
当
該
部
分
は
前
掲
注
１
参
照
。
15
徐
邦
達
「
再
談
古
書
画
鑒
別_
款
、
印
、
題
跋
及
其
対
古
書
画
的
鑒
定
作
用
」（『
故
宮
博
物
院
院
刊
』
一
九
七
九
年
第
三
期
、
七
七_
八
四
頁
。
同
『
古
書
画
鑒
定
概
論
』〔
文
物
出
版
社
、
一
九
八
一
、
二
九_
四
二
頁
〕
に
再
録
）。
16
前
掲
注
15
。
17
『
珊
瑚
網
』
巻
一
所
収
「
項
元G
跋
」
に
、「
上
有
五
代
以
前
印
璽
、
為
庸
人
擦
去
、
可
惜
。」
と
あ
る
。
以
下
、『
珊
瑚
網
』
の
テ
キ
ス
ト
は
文
淵
閣
四
庫
全
書
本
を
影
印
し
た
台
湾
商
務
印
書
館
本
（
一
九
八
三_
一
九
八
六
）
と
す
る
。
18
以
下
、
単
に
「
豊
坊
跋
」
と
い
う
場
合
は
豊
坊
跋
①
の
こ
と
を
指
す
。
19
上
海
博
物
館
編
『
中
国
書
画
家
印
鑑
款
識
』
下
（
文
物
出
版
社
、
一
九
八
七
、
一
五
三
七_
一
五
四
○
頁
）、『
宋
拓
漢
婁
寿
碑
』（
清
雅
堂
、
一
九
五
九
）
所
収
「
豊
坊
嘉
靖
二
八
年
（
一
五
四
九
）
年
跋
」
に
よ
る
。
20
豊
坊
跋
②
に
関
し
て
は
、
前
掲
注
５
謝
稚
柳
氏
、
前
掲
注
７
啓
功
・
徐
邦
達
両
氏
、
前
掲
注
９
王
鉄
氏
の
各
論
考
を
参
照
。
な
お
、
前
掲
注
５
馬
宝
傑
氏
、
前
掲
注
６
中
田
勇
次
郎
氏
の
両
論
考
で
は
こ
の
豊
坊
跋
②
を
豊
坊
の
真
蹟
と
見
て
い
る
。
21
前
掲
注
19
『
中
国
書
画
家
印
鑑
款
識
』
下
（
一
三
○
四_
一
三
100
101
似
し
て
い
る
。
27
「
古
詩
四
帖
」
所
収
の
豊
坊
跋
、
華
夏
・
豊
坊
の
印
章
や
『
書
画
題
跋
記
』
巻
五
、
豊
坊
「
真
賞
斎
賦M
序
」
に
よ
る
。
28
『L
州
山
人
四
部
稿
』
の
テ
キ
ス
ト
は
、
筑
波
大
学
附
属
図
書
館
所
蔵
本
（
世
経
堂
刻
、
万
暦
五
〔
一
五
七
七
〕
序
）
と
す
る
。
な
お
、「
陝
西
刻
謝
霊
運
書
」
は
当
時
の
西
安
碑
林
に
所
蔵
さ
れ
て
い
た
も
の
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
詳
細
は
不
明
で
あ
る
。
29
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
前
掲
注
７
啓
功
「
旧
題
張
旭
草
書
古
詩
帖
弁
」（
九
四
頁
）
参
照
。
豊
坊
跋
で
は
『
雲
烟
過
眼
録
』
の
「
賀
知
章
古
詩
帖
」
を
引
い
て
「
古
詩
四
帖
」
の
一
部
と
推
定
し
て
い
る
が
、『
雲
烟
過
眼
録
』（
十
万
巻
楼
叢
書
本
）
で
は
「
賀
知
章
詩
帖
」
に
作
る
。
30
こ
の
唐
人
の
絶
句
二
首
に
関
し
て
は
、
前
掲
注
６
伏
見
冲
敬
氏
の
論
考
で
は
「
古
詩
四
帖
」
の
詩
句
を
誤
っ
て
指
摘
し
た
も
の
と
し
て
い
る
が
、
前
掲
注
７
啓
功
氏
の
論
考
で
は
王
世
貞
の
よ
う
な
博
学
が
、「
古
詩
四
帖
」
に
見
ら
れ
る
六
朝
人
の
八
句
や
一
○
句
の
詩
と
唐
人
の
絶
句
を
誤
認
す
る
と
は
考
え
が
た
い
と
論
じ
て
い
る
。
31
「
古
詩
四
帖
」
の
色
箋
の
継
ぎ
目
に
押
さ
れ
た
項
元G
の
騎
縫
印
や
、『
珊
瑚
網
』
巻
一
所
収
項
元G
跋
に
あ
る
「
装
背
錯
序
、
一
三
頁
）
に
よ
る
。
22
前
掲
注
６
中
田
勇
次
郎
氏
の
論
考
で
は
誤
写
と
見
て
い
る
。
23
豊
坊
跋
、『
珊
瑚
網
』
巻
一
所
収
「
項
元G
跋
」
参
照
。
な
お
、
豊
坊
は
沈
伝
師
跋
を
偽
跋
と
指
摘
し
て
い
る
。
ま
た
、
豊
坊
は
「
一
九
行
」
と
い
う
が
「
二
一
行
」
の
誤
り
か
。
24
「
晋
書
楼
帖
」
は
本
稿
執
筆
の
段
階
で
は
実
見
を
果
た
せ
て
い
な
い
。
葉
恭
綽
『
遐
庵
彙
稿
』、「
旧
題
謝
霊
運
古
詩
帖
跋
」（
民
国
三
五
年
増
訂
本
、
文
海
出
版
社
、
一
九
七
三
、
四
二
五_
四
二
六
頁
）、
沈
宗
威
・
李
敏
君
「
宋
搨
《
晋
書
楼
帖
》
述
略
」
（『
上
海
博
物
館
集
刊
』
第
二
期
、
一
九
八
三
、
九
○_
九
四
頁
）、
同
「《
謝
霊
運
詩
帖
訂
誤
│
〈
晋
書
楼
帖
〉
紬
繹
之
一
》」（『
上
海
博
物
館
集
刊
』
第
五
期
、
一
九
九
○
、
二
九_
三
四
頁
）、
顧
音
海
・
余
彦B
「
読
《
晋
書
楼
帖
》
札
記
」（『
上
海
博
物
館
集
刊
』
第
七
期
、
一
九
九
六
、
四
二
二_
四
三
二
頁
）
参
照
。
25
「
古
詩
四
帖
」
所
収
のQ
宗
の
諸
印
、『
宣
和
書
譜
』
巻
一
六
に
よ
る
。
26
『
悦
生
所
蔵
書
画
別
録
』・『
趙
蘭
坡
所
蔵
書
画
目
録
』
は
と
も
に
黄
賓
虹
他
編
『
美
術
叢
書
』
四
集
第
一
○
輯
（
芸
文
印
書
館
、
一
九
七
五
）
に
収
録
。
両
書
は
『
式
古
堂
書
画
彙
考
』
巻
四
「
賈
似
道
悦
生
堂
別
録
」・『
雲
煙
過
眼
録
』
巻
上
の
記
載
と
近
細
尋
繹
之
、
方
能
成
章
。」
に
よ
る
。
32
「
董
其
昌
万
暦
三
○
年
跋
」、「
戯
鴻
堂
法
書
」
巻
七
所
収
董
其
昌
跋
に
よ
る
。
な
お
、
項
元G
と
そ
の
一
族
に
関
し
て
は
、
鄭
銀
淑
『
項
元G
之
書
画
収
蔵
与
芸
術
』（
文
史
哲
出
版
社
、
一
九
八
四
）
参
照
。
33
項
氏
の
収
蔵
品
の
掠
奪
に
関
し
て
は
、
湖
北
省
博
物
館
蔵
項
聖
謨
「
三
招
隠
図
」
自
跋
（
中
国
古
代
書
画
鑑
定
組
編
『
中
国
古
代
書
画
図
目
』
一
八
、
文
物
出
版
社
、
一
九
九
八
、
八
○
頁
）、
姜
紹
書
『
韻
石
斎
筆
談
』
巻
下
、「
項
墨
林
収
蔵
」、
朱
彝
尊
『
曝
書
亭
集
』
巻
五
四
、「
項
子
京
画
巻
跋
」
参
照
。
34
本
稿
執
筆
の
段
階
で
は
両
帖
と
も
に
実
見
を
果
た
せ
て
い
な
い
。
な
お
、「
玉
烟
堂
帖
」
収
録
の
「
古
詩
四
帖
」
の
部
分
は
前
掲
注
24
「
読
《
晋
書
楼
帖
》
札
記
」
に
よ
る
と
、「
晋
書
楼
帖
」
を
も
と
に
刻
さ
れ
た
可
能
性
が
高
い
と
い
う
。
ま
た
、「
餤
墨
斎
法
書
」
は
、
張
伯
英
『
張
伯
英
碑
帖
論
稿
』
一
、「
餤
墨
斎
法
帖
十
巻
金
壇
王
氏
本
」（
河
北
教
育
出
版
社
、
二
○
○
六
、
二
○
八_
二
一
○
頁
）
に
よ
る
と
「
戯
鴻
堂
法
書
」
を
底
本
に
し
て
い
る
と
い
う
。
35
『
平
生
壮
観
』
巻
一
（
以
下
、
テ
キ
ス
ト
は
上
海
人
民
美
術
出
版
社
本
〔
浙
江
省
文
物
管
理
委
員
会
蔵
雎
氏
宋
体
精
鈔
本
を
影
印
、
102
一
九
六
二
〕
と
す
る
）
に
は
「
後
有
霊
運
二
字
款
」
と
の
指
摘
あ
る
が
、「
古
詩
四
帖
」
に
は
確
認
で
き
な
い
。
清
内
府
の
収
蔵
に
関
し
て
は
、「
古
詩
四
帖
」
所
収
の
印
章
、『
石
渠
宝
笈
』
初
編
巻
三
一
に
よ
る
。
な
お
、
前
掲
注
４
楊
仁
堝
『
唐
張
旭
草
書
古
詩
四
帖
』、「
附
記
」
に
お
い
て
、
清
朝
で
は
「
古
詩
四
帖
」
を
贋
本
と
見
な
し
て
い
る
と
述
べ
て
い
る
。
こ
れ
は
同
氏
の
「
試
談
張
旭
的
書
法
風
貌
和
関
于
《
古
詩
四
帖
》
的
初
歩
探
索
」
に
よ
っ
て
『
石
渠
宝
笈
』
の
記
載
に
も
と
づ
い
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
が
、
五
味
充
子
氏
が
前
掲
注
４
『
中
国
の
博
物
館
』
三
で
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
通
行
の
『
石
渠
宝
笈
』
に
は
こ
の
記
載
は
確
認
で
き
な
い
。
先
行
研
究
に
は
こ
の
楊
仁
堝
氏
の
見
解
を
踏
襲
し
て
い
る
も
の
が
多
い
。
36
「
古
詩
四
帖
」
に
押
さ
れ
た
印
章
、「
東
北
博
物
館
珍
蔵
之
印
」
及
び
前
掲
注
３
徐
英
章
氏
の
論
考
、
前
掲
注
４
楊
仁
堝
『
国
宝
浮
沈
録
』（
九
六
〜
一
二
六
頁
）
に
よ
る
。
37
以
下
、『
書
画
題
跋
記
』『
式
古
堂
書
画
彙
考
』
の
テ
キ
ス
ト
は
文
淵
閣
四
庫
全
書
本
を
影
印
し
た
台
湾
商
務
印
書
館
本
（
一
九
八
三_
一
九
八
六
）
と
す
る
。
38
前
掲
注
31
「
項
元G
跋
」
引
用
部
分
に
よ
る
。
39
前
掲
注
16
『
項
元G
之
書
画
収
蔵
与
芸
術
』（
五
八
頁
）
参
照
。
40
本
稿
で
い
う
「
字
体
」
と
は
、「
學
」
と
「
学
」
の
違
い
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
「
文
字
の
骨
組
み
」
と
し
て
概
念
的
に
想
定
さ
れ
る
も
の
を
指
す
。「
字
形
」
と
は
「
字
体
」
の
下
位
概
念
で
あ
り
、「
学
」
の
初
画
の
点
の
長
短
の
差
異
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
「
字
体
」
内
に
お
け
る
文
字
の
形
状
の
こ
と
を
指
す
。
昭
和
五
六
年
一
○
月
一
日
内
閣
公
示
第
一
号
「
常
用
漢
字
表
」
参
照
。
41
前
掲
注
８
王
公
治
氏
の
論
考
に
よ
る
と
、『
山
海
経
』
に
「
丹
以
赤
為
主
、
黒
白
皆
丹
之
類
。」
と
あ
り
、
こ
の
「
丹
」
字
に
は
黒
色
の
意
が
あ
る
と
い
う
。
し
た
が
っ
て
、「
古
詩
四
帖
」
で
「
丹
」
字
を
用
い
た
の
は
巧
妙
な
避
諱
で
あ
る
と
い
う
。
42
司
義
祖
『
初
学
記
』、「
点
校
説
明
」（
中
華
書
局
、
一
九
六
二
、
一_
四
頁
）、
劉
玉
才
「《
初
学
記
》
影
印
説
明
」（『
日
本
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
宋
元
版
漢
籍
影
印
叢
書
』
第
一
輯
、
線
装
書
局
、
二
○
○
二
）。
図
版
典
拠
図
１
・
３_
８
『
唐
張
旭
古
詩
四
帖
』（『
歴
代
法
書
選
集
』）、
西
C
印
社
出
版
社
、
二
○
○
五
図
２
同
前
『
唐
張
旭
古
詩
四
帖
』、
上
海
博
物
館
編
『
中
国
書
画
家
印
鑑
款
識
』
下
、
文
物
出
版
社
、
一
九
八
七
、
一
三
四
二
頁
。
（
し
も
だ
し
ょ
う
へ
い
）
43
上
記
の
文
献
の
テ
キ
ス
ト
は
以
下
を
参
照
し
た
。『
芸
文
類
聚
』
は
上
海
図
書
館
蔵
宋
初
紹
興
間
浙
刻
本
（
中
華
書
局
香
港
分
局
、
一
九
七
三
）、『
文
苑
英
華
』
は
北
京
図
書
館
蔵
明
刊
本
（
中
華
書
局
、
一
九
六
六
）、『
楽
府
詩
集
』
は
文
学
古
籍
刊
行
社
影
印
宋
本
（
中
華
書
局
、
一
九
七
九
）、
明
屠
隆
刊
本
『H
子
山
集
』
は
四
部
叢
刊
初
編
本
（
上
海
商
務
印
書
館
）、『
詩
紀
』
は
筑
波
大
学
附
属
図
書
館
蔵
明
刊
本
、『
漢
魏
六
朝
百
三
家
集
』
は
清
光
緒
五
年
（
一
八
七
九
）
彭
懋
謙
信
述
堂
刊
本
（
江
蘇
広
陵
古
籍
刻
印
社
、
一
九
九
○
）。
44
西
川
寧
氏
は
「
双
鉤
頡
墨
本
で
は
な
い
オ
リ
ヂ
ナ
ル
」
と
見
て
い
る
。
伏
見
冲
敬
「
張
旭
草
書
古
詩
四
帖
」（『
書
品
』
一
七
一
、
一
九
六
六
、
二_
七
頁
、
前
掲
注
６
『
書
跡
名
品
叢
刊
』
一
六
八
解
説
に
抄
録
、
同
『
中
国
書
道
の
新
研
究
』
下
〔
二
玄
社
、
一
九
八
一
、
一
二
○_
一
三
二
頁
〕
に
再
録
）
参
照
。
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表１ 「古詩四帖」が収録された主な文献や法帖
表２ 「古詩四帖」に押された印章
105
表３ 「古詩四帖」の本文の異同
